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Ⅰ はじめに 

 

岡山市では、男女共同参画社会の形成を促進するにあたり、固定的な性

別役割分担意識の解消や仕事と家庭生活の両立の推進、配偶者・パートナ

ー等からの暴力の根絶などの課題があることをふまえ、「さんかく条例」

に基づいて総合的かつ計画的に施策を推進するため、「第４次さんかくプ

ラン」を策定しました。 

しかし、行政の取組だけでは、様々な施策を実現することはできません。

とりわけ、男女共同参画社会の実現は、市民一人ひとりが理解を深め、市

民の皆さんをはじめ、地域団体やＮＰＯ、企業など地域の多様な主体によ

る主体的な活動と協働した取組を進めることが不可欠です。 

そして、こうしたパートナーシップによる協働の取組を推進していくた

めには、施策の内容や方向性、目標など基本となる事項について、それぞ

れの主体が共通の理解と認識を持つことが必要です。 

そこで、「第４次さんかくプラン」では、市民・事業者・市の行う様々

な取組が、市民生活の中にどのように浸透し、成果として現れたのかを見

るために、活動量や活動実績を測る指標（数値目標）だけではなく、どん

な成果が生み出されたかを測る指標（成果指標）を設定しました。 

この年次報告書では、数値目標と成果指標の現状値調査をもとに施策の

実施状況を把握し評価を行い、公開することで、男女共同参画社会の実現

に向けた取組への市民参加を促進していきます。 
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